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１．概要（Summary ）： 

 動的斜め蒸着法による実験と，多層膜の光学特性に

関する理論的考察に基づいて，光導波路センサ(Fig. 

1(left))の導波路層の空孔率と屈折率が，センサの感度

に与える効果を明らかにした．その結果，導波路層の

空孔率と屈折率を大きくすることが，センサの感度の

向上のために重要であることがわかった．多孔質

Ta2O5層を導波路層に用いた光導波路センサで，これ

までの最高感度を実現することに成功した． 

２．実験（Experimental）： 

 ガラス基板上に Si の吸収層を電子ビーム蒸着によ

って成膜したのち，動的斜め蒸着法によって SiO2 ま

たは Ta2O5 の多孔質薄膜を成膜した(Fig. 1(right))．

蒸着レートの校正に，ナノハブ拠点の触針式段差計を

使用した．作製した試料を空気，水，エタノールの異

なる試料流体に浸漬したときの反射率を入射角の関

数として測定し，導波路モードの共鳴角が試料流体の

屈折率に対する依存性からセンサの感度を評価した． 

３．結果と考察（Results and Discussion）： 

 高屈折率材料の Ta2O5 を高い蒸着角で空孔率をあ

げた導波路層を用いることで，水とエタノールに対す

る共鳴角の差 4.0°を達成した．この値はこれまでに

報告されている光導波路センサの性能を超えている． 

４．その他・特記事項（Others）： 

 本研究の一部は高橋産業経済研究財団の助成を受

けて実施した． 
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Fig. 1. Schematic diagram of waveguide sensor 

(left ) and the SEM image of the cross section of a 

sample (right). 

 

Fig. 2. Reflectance for a sample immersed in air, 

water and ethanol. The lines indicate the fitting 

results of theoretical calculation. 


